












〈要約〉 

今回の検索から,川崎病では,第 25 病日から第 30 病日を極期とする増殖性汎肺動脈炎とも

言うべき変化を弾性型肺動脈で明らかにした。また,この肺動脈病変の極期以後,ごく少数

例ながら硝子膜形成を伴う「びまん性間質性肺炎」が出現し,一部の症例でこの変化が直接

の死因となっていた。 

病初期の X線所見に対応する変化は,剖検例検索では不可能である。しかし臨床的にはごく

稀に胸部 X線上の異常陰影が遷延化することが知られ,これらの症例では,今回証明し得た

胞隔の変化が生じている可能性が示唆された。 


